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Ｐ１５０ ５章の基本のたしかめ       （宿題として２０分程度） 
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１． 

（１）相似比２：６＝１：３ 

 

（２）ＥＦ＝ｘｃｍとして    １：３＝５：ｘ            ｘ＝１５ 

 

２．△ＡＢＣ∽△ＡＥＤ    ＡＢ：ＡＥ＝６：３＝２：１ 

                          ＡＣ：ＡＤ＝４：２＝２：１ 

                          ∠Ａ＝∠Ａ 

                          これで２組の辺の比とその間の角が等しい 

 

 

３． 

（１）   ６：３＝４：ｘ     ６ｘ＝１２    ｘ＝２ 

 

         ６：９＝５：ｙ     ６ｙ＝４５     ｙ＝７．５ 

 

（２）   ９：２７＝ｘ：３６ 

                 ＝１：３       ３ｘ＝３６   ｘ＝１２ 

 

         ２７：ｙ＝３６：２４ 

                 ＝３：２ 

                                 ３ｙ＝５４     ｙ＝１８ 

 

４．中点連結定理より   ＭＮ＝４ｃｍ 

 

                       ∠ＡＭＮ＝７０° 

 

５．      Ｆ∽Ｇ 

       相似比 ５：３ 

 

（１）表面積比  ２５：９ 

 

（２）体積比  １２５：２７ 

 

Ｐ１５１ ５章の章末問題 

                                                         

１．  １８   ２７   ３６   １８   ２７   ３６   １８   ２７   ３６ 

         ↓                               ↓                              ↓     

          ９    13.5    １８        ６     ９    １２    4.5     6.75      ９ 
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２．       △AOD∽△ＣＯＢ 

                相似比 １：２ 

 

      ＡＯ＝ｘ    ＢＯ＝ｙとする。 

 

            ｘ：６－ｘ＝１：２    ２ｘ＝６－ｘ    ３ｘ＝６  ｘ＝２ 

 

            ９－ｙ：ｙ＝１：２     ｙ＝１８－２ｙ  ３ｙ＝１８  ｙ＝６ 

 

３．  △ＡＢＥ∽△ＤＣＥ 

       相似比１２：８＝３：２ 

 

       したがってＢＥ：ＥＣ＝３：２     よってＢＥ：ＢＣ＝３：５ 

                                        よってＥＦ：８＝３：５ 

                                         ５ＥＦ＝２４   ＥＦ＝４．８ 

 

４． 

（１）点Ｄ，点ＦはそれぞれＡＥ，ＡＣの中点 

      中点連結定理より ＤＦ＝３ｃｍ 

 

（２）点Ｄ，点ＦはそれぞれＡＥ，ＡＣの中点 

      中点連結定理よりＢＣ∥ＤＧ 

      平行線と線分の比の関係より 

      ＢＣ：ＣＧ＝ＢＥ：ＥＤ＝１：１  したがってＢＣ＝ＣＧ 

 

（３） ＤＧ＝２×６＝１２ 

       ＦＧ＝ＤＧ－ＤＦ＝１２－３＝９ 

 

５．６．（やらなくてよい） 
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７．  

（１）仮定よりＡＥ：ＥＤ＝１：２ 

      したがって       ＥＤ：ＡＤ＝２：３ 

      よって           ＥＤ：ＢＣ＝２：３ 

      △ＥＧＤ∽△ＣＧＢ  相似比ＥＤ：ＣＢ＝２：３ 

      なので ＥＧ：ＧＣ＝２：３ 

 

（２）ＥＧ＝４ｃｍ    ＥＣ＝ＥＧ＋ＧＣ＝４＋６＝１０ｃｍ 

      △ＡＦＥ∽△ＤＣＥ 

      相似比ＡＥ：ＥＤ＝１：２より ＥＦ：ＥＣ＝ＡＥ：ＥＤ＝１：２ 

                                   ＥＦ：１０＝１：２ 

                                   よって  ＥＦ＝５ｃｍ 

 

（３） 

       △ＡＦＥ∽△ＤＣＥ 

      相似比ＡＥ：ＥＤ＝１：２より面積比は１：４  

                                  ＥＧ：ＧＣ＝２：３ 

 

 

 

 

 

 

 ８． 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって

△ＡＥＦ：△ＣＤＧ＝１：

△ＣＤＧ＝
３

５
× △ＤＣＥ＝

１２

５
＝５：１２

３

５
× ４＝

１２

５

円柱の体積を１とすると円錐の体積は

深さ６ｃｍの円錐の体積は

１

３
×
１

８
＝
２４

１
１２ｃｍ×

元の円錐の相似比

２４

１

１

３

＝０．５ｃｍ

１

２
なので体積はその

１

８
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   ９． 

（１）  １．６：４＝ｘ：ｘ＋３ 

 

                   ４０ｘ＝１６ｘ＋４８  ２４ｘ＝４８  ｘ＝２ 

 

                                                     ＢＣ＝２ｍ 

 

          １．６：４＝ｙ：ｙ＋４．５ 

 

           １６：４０＝１０ｙ：１０ｙ＋４５ 

 

                  ４００ｙ＝１６０ｙ＋７２０   ３４０ｙ＝７２０ 

                                                     ｙ＝３ 

 

                                                     Ｂ’Ｃ’＝３ｍ 

 

（２）  １．６：４＝ｚ：ｚ＋６ 

 

                 ４０ｚ＝１６ｚ＋９６ 

                                     ２４ｚ＝９６   ｚ＝４ 

                                                    Ｂ”Ｃ”＝４ｍ 

 

                 ＱＣ＝３＋２＝５ 

                 ＱＣ”＝６＋４＝１０ 

 

                 だから影の先は５ｍ移動した 


